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W19a ASTRO-E衛星硬X線検出器の開発 I (半導体検出器)
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2000年打ち上げを予定している次期 X線天文衛星 ASTRO-Eに搭載する硬 X線検出器 (HXD, Hard X-ray Detector)の
開発の現状を報告する。HXDは、検出器に GSOシンチレータと PIN型 Si半導体検出器を組み合わせて 10∼600 keVの
硬 X線領域を高エネルギー分解能で観測する計画である。検出器を井戸型 BGOシンチレータの中に埋め込んで観測方向
を除くすべての方向をアクティブシールドし、徹底的な低バックグラウンド環境を追求することが最大の特徴である。
1995年 12月、この HXDの開発実験用の装置 (EM、エンジニアリングモデル) が完成したので、それを使って総合動作
試験を行なった。本講演ではこの内、PIN型 Si半導体検出器についての性能評価の結果を中心に述べる。
今回の EMで、初めて PIN型 Si検出器と井戸型 BGOシンチレータを組み合わせた装置が完成し、PINダイオードを
検出器に組み込んだ時の動作特性や井戸型 BGOでアクティブシールドを行なった時のバックグラウンドの特性が調べられ
た。井戸型 BGOの中での PINダイオードの電気環境については、十分低雑音の動作環境が得られていることが確かめら
れた。PIN検出器のバックグラウンドについては、井戸型 BGOのアクティブシールドで荷電粒子と考えられる成分は十分
落とせた。また、電気回路系もフライトを念頭においた実験回路が作られ、PIN型 Si検出器の前置増幅器、波形整形回路
とも目標の性能に近いものが得られた。


